特定非営利活動（NPO）法人やましろ里山の会週刊ニュース13年12月05日　489号

ミカン農家ボランティア　　1日　10時から摘果開始、15時に終了できました。この日は約1.5ｔを摘みとれ、お昼には手作りの善哉を幾杯も頂きました。おなじみの中西さんや北波さん北村さんも駆けつけていただきました。中村さんご夫婦もご一緒に頑張っていただきました。帰りには熟れはじめた富有柿を揃って採り、めいめいお土産にいただきました。村田さんご夫妻から来年もどうかよろしくと挨拶があって、帰路につきました。里山の皆さんは12月のはじめミカンの摘果に参加して村田さんの笑顔を見てやっと師走が訪れたのだと感じられたのではないでしょうか。里山の会としては心温まる楽しいひと時でした。帰り道お土産の重たいミカンがずっしりと心に伝わってきました。村田さんおいしいミカン有難うございました。
河川レンジャー活動交流会が1日（日）の午後1時から夕方6時まで開かれました。一部の活動発表会では木津川の河川レンジャー福井（川の学校）、田中(川の構造物、)山田(水質調べ)の三人が発表を行いました。それぞれが木津川を中心に特徴ある発表で、参加者からは三人三様の部署分野からわかりやすく説明され、そして木津川の5人のレンジャーが連携して、素晴らしい活動が展開されていると称賛の声が聞かれました。
夏原助成金説明会が1日（日）15：00から城陽市文化パルクで開催され、ミカン農家へのボランティアに出席していただいていた深田理事長がこの日第2ラウンドとして参加していただきました。この夏原助成金は、滋賀県の団体を対象に応募を受け付けていましたが、京都府域にも対象が拡張されましたので、出席をいただきました。これは大型スーパー「平和堂」の創設者の発案で環境分野で活動する団体への助成が行われるものです。里山の会では夏休みに行ってきた魚とりと水質調査体験及び自然観察会でライフジャケットが揃わず、応募されてきた小学生の参加をやむを得ず抽選でお断りをせざるを得ませんでした。そこで自前のライフジャケットを準備することで、子どもたちに貴重な体験ができる枠が広げられるので、助成を申請することになりました。年間約40団体の応募があるようです。書類審査などを通過してぜひ助成が受けられることを願っています。
炭焼き屋根の後半部分（広場）の設置作業を5日（木）(午前10時)　7日（午前9時)　8日(午前9時)から行います。広さは前半部分と同じくらいです。材料や製品の持込や運びだしのために自動車の幅確保がありますので、柱の間隔を少し広くしますので基礎数は少なくなります。この屋根設置は京都府の地域力再生プロジェクト事業交付金を受けて行うものです。炭焼き釜を使用する方々も近年少なくなってきている中で、里山の会は年間2釜の炭焼きを行っています。また、この広場を利用してホタルの夕べや里山音楽会を開催しています。植物観察や田植えや稲刈りなどにも挑戦する場所でもあります。ここに雨天対策として屋根の実現は雨天でも安心して各種の取組みを行うことが可能になります。完成することを大変期待しています。多くの皆さんのお手伝いをお願いします。まさに里山の会の大きな拠点が完成することになるのです。ぜひ応援に来てください。
京都府環境フエスタが14日15日の土・日の二日間京都府のパレスプラザで開催されます。
里山の会では、展示として(山城大水害60周年)3連続講演会、里山農園とイノシシ防御柵設置、木津川読本、炭焼き釜屋根設置、野菜の販売(大根　コイモ　ヒノナ　キクナ等)、コットンボールの販売、綿菓子の提供販売、できたらつる籠、松かさツリーつくりを行います。そして今年は活動発表の部隊がメーンステージで15日の12時より(里山保全と里山農園)行います。今それぞれのその準備に一生懸命です。二日間の当日スタッフを募集しています。12月のあわただしい折ですが、ぜひ応援にお手伝いに来てください。お願いします。
カスミサンショウウオフォーラムが21日京都駅の京都劇場で13：30から開催されます。私たち里山の会では植物ではレンリソウなどの大発見や、オオムラサキの生育確認と調査、そして絶滅寸前種のカスミサンショウウオの二カ所での発見と、貴重な自然界での成果を手にしてきました。今回のフォーラムはこうした成果についての研究発表や生態について学習できる絶好の機会です。関心をお持ちの皆さんのご出席をお願いします。
炭焼き用の原木切だしを22日（土）午前10時から行います。集合は里山農園です。出来上がった炭焼き釜の屋根の下で初釜の炭を焼きます。原木から切り出して行いますのでしっかりした靴や手袋弁当や水筒を持参してください。約1.5ｔの切だしをします。
京都木津川マラソン大会　里山分担部署ボランティア募集　　
手原川エイド(10時～16時)15人　会場暖房(7時～17時)8人　飴湯接待(10時～17時)3人　
うどん係(10時～17時)５人　選手輸送(7時～10時、12時～5時)各8人　
駐車場(7時～9時30分)10人　コース整備(7時～20時)4人　受付係り（7時～9時30分）10人　　監察係り（10時～15時）10人
前日準備　（コース整備)4人　　(エイド準備）5人　(会場暖房)5人　　(会場設営)5人　
　
親子年末餅つきとしめ縄つくりを行います。　
参加者募集　場所は中央公民館　又は木津川流域センター（木津川市山城町）　28日（土）10時～12時　
餅つき30回(1回：2㎏)予約制　米前日洗米と漬けてもらう）白餅やサクラエビの赤いもち　海苔のもち　あん入りもち　鏡餅　いろいろつくりましょう　　しめ縄も作ります。

参加費は検討中です。　忙しかった1年、苦労した１年、成果一杯の1年、それぞれ苦労が一杯でしたが苦労を突き固め、新しい年を迎えようではありませんか　
参加人数やご希望に沿って準備します。次号で詳しい案内をします。　ご期待ください。
もち米は1㎏500円検討で準備できます。「石臼」や「木の臼」があります。つき手の元気なお父さんお越しください。手作りの餅つきの手ほどきも学べますよ、若いお母さんもお越しください






